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海外連結子会社の清算結了（特別利益の計上）及び 

2026 年３月期第２四半期連結業績予想と実績値との差異並びに通期連結業績予想の修正 

に関するお知らせ 

 

当社は、連結子会社である北米子会社インディアナ・マルジュン社につきまして、北米事業の撤退に伴い 2017 年３月

末より事業を停止しておりましたが、同社の清算が 2025 年８月27 日付で結了し、本件に基づく特別利益を計上いたしま

したのでお知らせいたします。また、2025 年５月９日に公表いたしました 2026 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績

予想と本日公表の実績値との差異及び通期連結業績予想の修正について、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 連結子会社の清算結了及び特別利益の発生について 

（１）清算結了日 

  2025 年８月 27 日 

 

 

（２）清算子会社の概要 

名          称 Indiana Marujun Corporation  

所 在 地 200 Inks Drive, Winchester, Indiana U.S.A.  

代表者の役職・氏名 取締役社長 猪熊篤俊 （株式会社 J-MAX 取締役専務執行役員） 

事 業 内 容 Indiana Marujun LLC.（自動車車体プレス部品の製造・販売）の持株会社  

資 本 金 20 百万 US$  

大株主及び出資比率 

株式会社 J-MAX 80% 

株式会社増田製作所 10% 

株式会社ベステックスキョーエイ 10%  

 

 

  （３）特別利益の発生 

    本清算結了により、インディアナ・マルジュン社を連結範囲から除外するため、当社の連結貸借対照表に計上され 

ている為替換算調整勘定の取崩しに伴う子会社清算益 453 百万円を 2026 年３月期第２四半期（中間期）決算におい

て計上いたしました。 

 

 

 

 

 



 

２． 業績予想の修正 

 

（１）2026 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 
１株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

23,000 

百万円 

300 

百万円 

0 

百万円 

△150 

円 銭 

△13.08 

実 績 値 （ Ｂ ） 23,603 777 421 691 60.28 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 603 477 421 841  

増  減  率 （  ％  ） 2.6 159.2 － －  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（2025 年３月期第２四半期） 
22,279 △429 △660 △1,015 △88.59 

 

 

（２）2026 年３月期通期連結業績予想の修正（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

49,000 

百万円 

1,500 

百万円 

800 

百万円 

350 

円 銭 

30.53 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 49,000 1,500 800 850 74.11 

増  減  額 （ B － A ） 0 0 0 500  

増  減  率 （  ％  ） 0.0 0.0 0.0 142.9  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 5 年 ３ 月 期 ） 
47,102 19 △535 △3,282 △286.34 

 

 

（３）差異及び修正の理由 

  2026 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績につきまして、中国拠点において下期に計画しておりました量産車種

終了に伴う金型投資費用の未回収分の回収を、当中間期において計上したことにより、営業利益、経常利益及び親会

社株主に帰属する中間純利益が前回発表予想を上回りました。また、上記１.の通り特別利益を計上したことにより、親

会社株主に帰属する中間純利益が前回発表予想を上回ったため、通期連結業績予想を上記の通り修正することといた

しました。 

 

以上 


